
宮崎ひとり親家庭⽀援ネット
ワークの⾒守り事業に関して

宮崎ひとり親家庭⽀援ネットワーク



団体概要
•正会員 7名（宮崎市５名、都城市1名、⼩林市1名）
•⽀援者数 300名
•宮崎県内の⽀援者や当事者で集まり、情報共有や政策提⾔を
⾏っていく



NO 自治体 分野 事業名 事務局 世帯数

1 国富町 こども宅食 宅食くにとみつむぎ便 社協 13

2 都農町 こども宅食 つのんお福分け 社協 20

3 高千穂町 こども宅食 おむす便 社協 8

4 えびの市 こども宅食 田の神さぁの贈りもの 社協 15

5 小林市 こども宅食 こばやしこども宅食 民間 3

6 日南市 こども宅食 日南っこ宅食 社協・行政 20

7 都城市 こども宅食 みやこのじょうこども宅食 民間 115

8 日向市 フードバンク フードバンク日向 民間 30

9 延岡市 こども宅食 のべおか子ども宅食 民間 12

10 宮崎市 フードバンク フードバンクみやざき 民間 30

11 高鍋町 こども宅食 お膳部 社協 15

12 三股町 こども宅食 みまたん宅食どうぞ便 社協 70

合計 351

宮崎県内のこども宅⾷実践地域と世帯数 令和３年５⽉末現在



こども宅⾷について現在の状況

<役割>
・宅配・見守り
・パントリー（取りに来てもらう）
・こども宅食（宅配）
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⾒守り強化事業

こども宅⾷を通して、困っている家庭と繋がり、
伴⾛⽀援していく。



⽀援内容
•夜の⼦供⾷堂
•⼤学⽣の学習⽀援
•親⼦で利⽤
•毎週⽕・⽊



⽀援内容
•⽉〜⾦ 毎⽇夜
•⼦どもは無料 ⼤⼈は100円
•夏休み、冬休みはお昼も⾏う



事例１）
•精神的なＤＶ後、家を追い出され、何も持たずに家を出る。
•⼥性センターへ相談後、県営住宅に⼊居するも電化製品がな
にもない
•⽣活保護の決定まで1週間ほどかかる。⽣活保護が通るかも分
からない



事例２
•⼦どもを妊娠した後に、別居。
•現在調停中。
•離婚ができない為に、何もできない。
•精神的に病んでしまい、家から出れない。⽀援センターに⾏く
のもやめた



事例３
•結婚詐欺に会い、相⼿の⼦を妊娠
•出産後仕事ができずに退職。貯⾦を崩しながら⽣活をする



⼯夫している点
•⽀援をしている・されているの関係を作らない
•否定をしない
•話を聞く
•⾷⽀援に制限を設けない（期間・所得等）



課題
•継続的な運営
•⾷材の確保と管理（消費期限等）
•⾒守り強化事業の使いにくさ（⾃治体の考えで要綱が違う）
※ひとり親⽀援というよりも、要保護や⾒守り対象世帯が主
だったりする


